
政
課
題
や
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

即
応
し
た
施
策
を
総
合
的
か
つ
機
動

的
に
展
開
で
き
る
よ
う
な
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
既
存
の
組
織
に
つ

い
て
も
従
来
の
あ
り
方
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
を
徹
底
す
る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
既
存
組
織
も
常
に
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
即

応
で
き
る
組
織
に
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
、
住
民
ニ

ー
ズ
へ
の
即
応
と
簡
素
か
つ
効
率
的

な
内
部
組
織
の
運
営
と
言
う
点
で
は
、

理
想
と
現
実
の
差
を
見
る
思
い
が
し

ま
す
。
本
村
に
お
い
て
は
、
そ
の
差

を
少
し
で
も
縮
め
る
努
力
を
し
、
今

回
の
再
編
協
議
の
中
で
出
さ
れ
た
意

見
を
行
政
運
営
に
盛
り
込
み
、
住
民

の
皆
さ
ま
が
今
以
上
に
安
心
し
て
暮

ら
し
、
行
政
窓
口
に
来
ら
れ
た
際
に
、

窓
口
事
務
で
効
率
的
に
対
応
で
き
る

よ
う
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
事
務
の

改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

④
国
や
県
か
ら
の
支
援
事
業
で
「
副

村
長
」
や
「
参
与
」
の
立
場
で
組
織

の
改
編
に
関
わ
る
も
の
の
有
無
と
そ

の
活
用
予
定
に
つ
い
て

答
弁　

国
お
よ
び
県
か
ら
の
職
員
派

遣
制
度
に
は
、
複
数
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
ず
、
国
か
ら
の
制
度
と
し
て
は
、

派
遣
制
度
と
し
て
「
地
方
創
生
人
材

派
遣
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
で
は
、
副
村
長
や
幹
部
職
員
お
よ

び
顧
問
・
参
与
等
と
し
て
派
遣
す
る

も
の
で
す
。

　

埼
玉
県
か
ら
の
派
遣
制
度
は
、
地

方
自
治
法
の
「
県
お
よ
び
市
町
村
職

員
の
派
遣
に
関
す
る
要
綱
」
に
よ
る

派
遣
制
度
で
、
常
勤
職
員
の
み
が
対

象
と
な
る
派
遣
で
、
特
別
職
は
派
遣

で
き
ま
せ
ん
。
副
村
長
と
し
て
受
け

る
場
合
は
、
退
職
派
遣
と
な
り
、
一

度
埼
玉
県
の
職
員
を
退
職
し
、
派
遣

先
の
市
町
村
の
職
員
と
な
り
ま
す
。

任
期
終
了
後
は
、
派
遣
元
で
あ
っ
た

埼
玉
県
の
職
員
の
身
分
に
戻
り
ま
す
。

制
度
と
し
て
は
以
上
の
よ
う
な
内
容

で
す
が
、
本
村
で
は
、
村
長
の
方
針

を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
村
の

現
状
を
理
解
さ
れ
て
い
る
方
を
足
立

村
長
が
選
任
し
て
い
ま
す
。

佐
藤　

真
紀　

議
員

質
問　

東
秩
父
村
和
紙
の
里
に
つ
い

て①
和
紙
の
里
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
後
１
年
が
経
過
し
た
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
と
効
果
に
つ
い
て

答
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和
紙
の
里
来
場
者
数
と
売
上

金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
前
で
は
、
来
場
者
数

８
万
１
５
４
人
、
売
上
金
額
６
１
９

３
万
７
０
０
０
円
に
対
し
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
で
は
、
来
場
者

数
14
万
１
６
５
６
人
、
売
上
金
額
７

２
５
１
万
６
０
０
０
円
と
な
っ
て
お

り
、
来
場
者
数
に
つ
い
て
は
、
６
万

１
５
０
２
人
増
の
前
年
比
１
・
７
７

倍
、
売
上
金
額
に
つ
い
て
は
、
１
０

５
７
万
９
０
０
０
円
増
の
前
年
比
１

・
１
７
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所
の
レ
ジ
通
過

者
数
（
購
入
者
数
）
と
売
上
金
額
に

つ
き
ま
し
て
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
前
で
は
、
レ
ジ
通
過
数
８
万

７
４
８
２
人
、
売
上
金
額
１
億
５
１

８
２
万
４
０
０
０
円
に
対
し
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
で
は
、
レ
ジ

通
過
者
数
11
万
３
９
９
４
人
、
売
上

金
額
１
億
７
７
１
８
万
７
０
０
０
円

と
な
っ
て
お
り
、
レ
ジ
通
過
数
に
つ

い
て
は
、
２
万
６
５
１
２
人
増
の
前

年
比
１
・
３
倍
、
売
上
金
額
に
つ
い

て
は
、
２
５
３
６
万
３
０
０
０
円
増

の
前
年
比
１
・
１
７
倍
と
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
の
入
場
者
数
に
つ
き
ま
し
て

は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
前
で

は
、
月
平
均
７
３
０
０
人
に
対
し
、

計
測
値
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
こ
と

で
正
確
な
前
年
比
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
の
数
値
で

月
平
均
４
万
２
０
０
０
人
、
単
純
計

算
で
５
・
７
倍
と
な
り
道
の
駅
と
し

て
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の

方
が
訪
れ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

②
東
秩
父
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
施
策
の
中
で
「
和

紙
を
通
じ
た
雇
用
拡
大
」
と
し
て
、

重
要
業
績
評
価
指
数
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
で

掲
げ
た
和
紙
の
里
従
業
員
数
25
人
の

目
標
、
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

答
弁　

政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
が
、
平
成
26
年
11
月

21
日
に
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
我

が
国
の
人
口
問
題
に
つ
い
て
の
将
来

展
望
を
示
し
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
、

平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
閣
議
決
定
し
、

地
方
創
生
法
に
向
け
た
各
種
施
策
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
例
と
し
て
は
、

村
の
伝
統
産
業
「
手
漉
き
和
紙
の
技

術
後
継
者
の
育
成
事
業
」
は
最
重
要

課
題
で
す
が
、
中
で
も
国
土
交
通
省

が
進
め
た
、
過
疎
地
域
等
集
落
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援
事
業
は
「
小

さ
な
拠
点
」
の
形
成
推
進
事
業
と
し

て
、
将
来
に
わ
た
り
地
域
住
民
が
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、

生
活
や
仕
事
を
支
え
る
た
め
住
民
主

体
の
取
組
体
制
づ
く
り
や
活
動
・
交

通
拠
点
の
強
化
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
機

能
の
集
約
・
確
保
、
周
辺
と
の
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
等
に
よ
る
利

便
性
の
高
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

本
村
に
お
い
て
、
小
さ
な
拠
点
と

し
て「
和
紙
の
里
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」

を
行
い
、
道
の
駅
「
和
紙
の
里
ひ
が

し
ち
ち
ぶ
」
等
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、

村
民
の
く
ら
し
を
支
え
る
、
ま
た
、

和
紙
の
里
の
集
客
増
を
図
る
な
ど
、

事
業
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
が
取
り
組
ん
で
い

る
、
「
国
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る

１
億
総
活
躍
社
会
」
へ
の
提
言
を
重

く
受
け
止
め
て
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

質
問　

細
川
紙
後
継
者
育
成
支
援
事

業
に
つ
い
て

（
内
容
）
今
年
度
よ
り
、
細
川
紙
・

大
河
原
和
紙
技
術
者
研
修
生
支
援
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
こ
の
事
業

の
最
終
目
標
を
ど
の
よ
う
に
設
定
し

て
い
る
の
か

答
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平
成
29
年
４
月
よ
り
開
始
し

ま
し
た
３
年
間
の
当
事
業
の
最
終
目

標
は
、
研
修
終
了
後
の
研
修
生
の

「
自
立
」
で
す
。
研
修
を
終
了
し
た

後
、
ど
の
よ
う
に
和
紙
職
人
と
し
て

生
計
を
立
て
ら
れ
る
か
が
、
一
番
の

課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

紙
漉
き
は
、
手
漉
き
技
術
を
身
に

着
け
る
ま
で
に
は
、
10
数
年
か
か
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
研
修

を
終
え
和
紙
職
人
と
し
て
手
漉
き
和

紙
を
作
り
続
け
て
も
、
現
在
は
和
紙

の
需
要
が
少
な
い
た
め
生
活
を
し
て

い
く
た
め
に
は
難
し
い
面
が
一
番
の

問
題
と
言
え
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
生
は
大
切
な
村
の
宝

で
す
。
こ
の
研
修
生
が
研
修
終
了
後

自
立
し
、
手
漉
き
和
紙
職
人
を
途
絶

え
さ
せ
ず
伝
承
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

村
は
空
き
家
や
公
有
地
を
利
用
し
て

の
和
紙
工
房
の
確
保
、
研
修
施
設
の

計
画
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、

今
回
の
研
修
生
が
今
後
、
講
師
と
な

っ
て
新
た
な
研
修
生
を
育
成
す
る
仕


